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                 ★もくじ★ 

 

 〔１〕１分で分かる姫路河川国道事務所の仕事「所長の一分メモ」 

    「二百十日」（にひゃくとおか） 

 

 〔２〕お知らせ 

    広報紙「話そうはりま」Vol.14 をホームページに掲載 

     

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

 

〔１〕所長の一分メモ file２０ 

 

 ９月１日は今から８５年前に死者・行方不明者が１０万人以上になったとされる関東大震 

災が発生した日です。 

  

 １９６０年にこの日を「防災の日」として、今では全国各地で防災訓練や災害に関するイ 

ベントが開催されます。９月１日は暦の上で台風が良く来襲するとされる「二百十日」であ 

り、昔から災害に関わりの深い日であるようです。 

 

 そもそも日本は土砂災害が起きやすい山間地が国土の７割を占め、残りは水害の発生しや 

すい平野部となっており、特に氾濫の多い低地に国民の半数が居住しているのが実情です。 

 

 このような地形状況において台風の来襲や大地震の発生も多く、まさに「災害列島」とい 

うわけです。さらに近年の地球温暖化。１００年後の降水量の増加予測によると、播磨地方 

では大雨の程度が現在の１．１倍に増加するとされています。 

 

 今年も、岩手宮城内陸地震をはじめとした震災や時間雨量１４７ｍｍを記録した愛知県岡 

崎市の水害に代表されるように、災害が全国至るところで発生しています。 

 

 さて私も各自治体主催の防災訓練には可能な限り参加させてもらっています。どの訓練も 

実践さながらの緊張感あふれるもので、救助訓練やインフラ復旧訓練を参加者がてきぱきと 

こなして行きます。 

 

 最近の訓練項目の特徴は、自主防災組織や災害ボランティアとして地元住民が主体の訓練 

が組み込まれるケースが増えてきたことです。一般的に、自分の身は自分で守るということ 

を「自助」、地域住民が連携協力して災害に対処することを「共助」、そして行政機関が対 

応することを「公助」と定義されていますが、いざという緊急事態時には、地域住民の連携 

で行動する「共助」がいかに効果的で重要かが再認識されてきたのだと推測します。 

 

 阪神淡路大震災の時も救助された方の６７％は「自助」、３１％は「共助」によるとされ 



る調査結果もあります。ちなみにその調査結果では「公助」は２％足らずとされています。 

 

 それから、様々なケースの災害対応を行う機械を使った訓練も増えてきました。停電時に 

病院全体の医療機器が機能するように配備された高圧発電対策車、断線した電話線の代わり 

に通話網を確保する衛星通信車、さらには化学テロを想定した対策車両も各機関に配備され 

ています。 

 

 姫路河川国道事務所でも、浸水地域の排水活動を行う排水ポンプ車や夜間の復旧活動を支 

援する照明車などが配備され、平成１６年の水害では地元はもちろん近畿各地に復旧支援に 

投入されました。 

  

 このような視点で防災訓練に参加してみると、新たな情報が手に入ったり、自分たちの住 

んでいる地域に配備された特殊機械がどんな活動をするのかを見て楽しむこともできますね。 

  

 今後加古川市の防災訓練が９／７、三木市が９／２８となっております。是非皆さんも防 

災訓練にご参加または見学されてはいかがでしょうか？ 

       

───────────────────────────────────────── 

 

〔２〕お知らせ 

 

 姫路河川国道事務所 広報紙「話そうはりま」の Vol.14 をホームページに掲載しました。 

 

 ～地域の方々に感謝を込めて～『加古川大堰２０周年感謝のつどい』特集号と題して、７ 

月２６日に行いました加古川大堰の完成２０周年記念行事について特集しています。 

 

 広報紙「話そうはりま」の Vol.14 は、当事務所ホームページ「話そうはりま」広報紙バッ 

クナンバー（http://www.himeji.kkr.mlit.go.jp/magazine/index.html）からご覧になれま 

す。    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※このメールはこれまでに姫路河川国道事務所にかかわりを持たれた方や応援をいただいた 

方など対象にお送りさせていただいております。 

 このメールの今後の配信を希望されない方は、件名に「配信停止」とご記入のうえ、下記 

のメールアドレスにご連絡をいただくか、下記ＵＲＬから登録解除をお願いします。 

 

配信停止 http://www.himeji.kkr.mlit.go.jp/mailmagazine/cancel.html 
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